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化学系任 石内 俊一 



2025年2月15日現在での情報です 

本日夜までにHPで本資料を公開しますので
詳細をメモする必要はありません

注意

ホームページの新着情報を随時確認してください
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充実した教育体制

（２）エネルギー・情報コース

（１）化学コース

化学を極める！
科目の例：物理化学基礎特論I,II、有機化学基礎特論I,II 、無機・分析化学基礎特論I,II

化学を極めエネルギー・情報分野も習得
科目の例： エネルギー基礎学理、
エネルギーデバイス論、エネルギーマテリアル論、
エネルギーシステム論、エネルギーシステム経済論、
基盤データサイエンス、エネルギービックデータ科学演習など



⼤島・⼭﨑 ⻄野
北島 ⽯内
沖本 ⾕⼝

物理化学

無機・分析化学
近藤 前⽥ 河野
⼋島 ⽕原 
植草 川⼝

有機化学
⼭下・森本 南
後藤・⼩野 ⼤森・安藤 豊⽥

多元レジリデン
ス研究センター 野上・寺⽥

エネルギー・情報コース
主担当教員：グリーン 副担当教員：オレンジ

化学コース
主担当：⿊とオレンジ、化学コース副担当：グリーン

⼤学院教育



多彩な先端分野を俯瞰できる大学院講義群

化学コース，エネル
ギー・情報コースの

多彩な講義から興味
に合わせて選択

基礎もしっかり
学べます

真の実力がつきます！



充実した学生支援体制
•世界最高水準のスタッフと設備
•先進的な分野融合を意識した大学院教育

•充実した学生への経済的支援体制
修士：TA
博士：つばめ博士学生奨学金、 TA・RA

次世代研究者挑戦的プログラム

日本学術振興会DC1・DC2に多くの学生が採用
修士・博士： 物質・情報卓越コース

エネルギー・情報卓越教育院

物質と情報を自在に操り, 材料インフォマ
ティクスを駆使できる複素人材を育成。

ビッグデータサイエンスと社会構想力に
より未来のエネルギー社会をデザイン

(SPRING)



• 新産業の創出、イノベーションの推進、学術プレゼンスの向上
を担う高度な博士人材(知のプロフェッショナル)の育成  

• 各大学が自身の強みを核に、世界最高水準の教育力・研究力を
結集した修士・博士5年一貫の博士課程学位プログラム

• 経済的支援（つばめ博士学生奨学金を加えて、最大240〜248万
円／年程度、返済義務なし）

卓越大学院プログラム

物質・情報卓越コース（博⼠課程のみ）

エネルギー・情報卓越教育院

化学系に関連した卓越教育院



実験施設・装置も充実

安全で効率的な実験環境を
提供する同時に30人が使え
る15台が並ぶドラフト群

有機物の構造解析
に威力を発揮する

600 MHz NMR

1600℃の超高温で
固体材料の精密構造
を決定できる独自開
発の測定装置



世界が舞台 大規模施設を駆使



世界の先端を学生諸君と一緒に走る研究室群
無機・分析化学

人工光合成

火山・流体

酸化物 

結晶構造解析

超分子化学

遷移金属錯体有機化学

均一触媒

ヘテロ元素化合物

立体化学 全合成

ケミカルバ
イオロジー

癌細胞検出

幅広い研究
分野をカバー 光物質変換

光トラップ

ナノ空間化学

物理化学

単分子物性量子もつれ量子状態制御 超高速分光 光化学反応 極低温レーザー分光 固体電子物性

新結合



社会から注目される研究成果
日経産業新聞 化学工業日報

日本経済新聞
日経産業新聞

TBS 未来の起源

日本経済新聞

TBS 未来の起源

科学新聞

毎日新聞

日刊工業新聞



まず皆さん学⽣さん達が「すごい」

昨年だけで
24件

受賞してい
ます！



教員も すごい！ 多くの受賞

教員の受賞も多数
→皆さんの先輩たちの奮闘のおかげです



東工大化学系は 就職が強い！
東工大と化学系が全力で就職支援
同窓会（蔵前工業会、東工大理化会）

ブース展示 

蔵前就職情報交換の集い（K-meet）
開催内容の例
構成： 第一部：ブース展示 第二部：交流会
初日 ：参加学生 約1,250名 / 参加企業  104社
２日目：参加学生 約1,200名 / 参加企業  104社
３日目：参加学生 約 1,050名 / 参加企業  104社

交流会ブースで相談 益 学長が応援



◎充実した同窓会組織

中嶋成博 ⽒
（1971年卒）
富⼠フイルム
ホールディングス

第8代社⻑

◎⼤先輩

蔵前⼯業会 機関紙より

化学系企業

電気・機械系

⾷品・医薬

通信・公共

公務員

その他

◎修⼠の就職先



◎博⼠の就職先
⼤学・研究機関

⼀般企業



幅広い分野から人材が集結



入試日程について
大学院修士課程（2026年４月入学，2025年10月入学）

【募集要項公表】
Webのみ 冊子なし

2025年4月4日

出願受付期間 2025年6月5日～ 6月11日
（出願サイトの登録は6月2日（月）午前９時から）

学力検査日

[A日程] 口述試験：2025年7月16日
Ａ日程：東京科学大への入学を前提としています

[B日程] 筆答試験：2025年8月19日
[B日程] 口頭試問：2025年8月26日

合格発表日 2025年9月8日

https://www.isct.ac.jp/ja/news/5eskyzpiqufq



昨年のもの



入試について注意事項

学生募集要項を十分に確認して下さい

•インターネット出願（冊子の要項なし）
•出願前に第１志望の指導教員と必ず予め相談してから出
願（第2志望以降もできるだけ説明会に参加することが
望ましい）

•希望する指導教員は第10志望まで記入可能．
第５志望までは必ず記入

•定年のため志望できない研究室があります
（選択できる指導教員は募集要項参照）



入試について注意事項

•希望のコース（化学コースまたはエネルギー・情報
コース）は合格後に選択。合否には一切影響ありま
せん．

•受験にあたって，健康管理には十分注意して下さい．
•暑い時期の入試なので面接などは軽装可
•交通および宿泊は早めに準備してください．



修士課程入学試験に向けて

【外部テストのスコアシートの取扱い】

有効なスコアシート（募集要項をよく確認）    
・TOEIC L&R ・TOEFL-iBT
・TOEFL iBT Home Edition
・TOEFL ITP Plus for China Solution 

• スコアシートはETSから受験者本人に郵送される原本（コピー不可）を
必ず出願時に提出。ウェブサイトよりダウンロード（印刷）したスコア
シートは受理しません。出願受付締切後の提出は、一切認められません。

• スコアシートは，当該試験願書提出期限から遡って  
２年以内（2023年6月12日以降） に受験したものに限り有効。

• TOEFL-ITPやTOEIC-IP等の団体特別受験制度によるスコアシート及び，
TOEIC S&Wは利用できません。



参考

【外部テストの点数換算】（募集要項に記載）  



入試問題
化学系では入試問題における選択の自由度を広げています。

13:30 ～ 16:00
• 基礎的な化学に関する共通問題（必修）

3分野から出題 （300点）
• 選択問題 （200点ｘ２＝400点）

-物理化学２題
   -無機・分析化学２題
   -有機化学２題
   -物理１題
   -生化学１題         計8題から２題を選択
英語（外部英語テスト） （200点）



過去問の例
2023年度基礎必修問題 抜粋

難問を避け、
基本を勉強し

ていれば解け
る問題にして
います
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共通問題 

 

２．以下の問 a)〜d)に答えよ。 

a) つぎの化合物 A〜Dを、SN2 反応における反応性が高い順に左から並べ、記号（A〜D）で

示せ。 

 
 

b) つぎの芳香族化合物 E〜G を、芳香族求電子置換反応における反応性が高い順に左から並

べ、記号（E〜G）で示せ。 
 

 
 

c) つぎに示す反応の機構を示せ。 
 

 
 

d) つぎに示す反応 i)〜iii)の主生成物 H〜Kの構造を示せ。H、Iについては、相対立体配置が

わかるように示せ。 
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過去問の例
2023年度選択問題 物理化学分野

難問を避け、
基本を勉強し
ていれば解け
る問題にして
います

過去問題掲載
https://admissions.isct.ac.jp/ja/013/graduate/examination-questions
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選択問題：物理化学分野 

 

９．一次反応に関する以下の問 a)〜c)に答えよ。ただし、化学種 X の濃度は[X]で表すものとする。 

a) 反応次数について、以下の語句を用いて３行程度で簡単に説明せよ。適宜記号を定義して

用いても良い。 
語句：反応速度、反応物の濃度、速度定数 

b) 一次反応の半減期!!/#を、その反応の速度定数"を用いて表せ。 
c) 一次反応は、二つ以上の分子が反応に関与する場合にも起こる。Lindemann は、以下のよ

うな反応機構を提案した。すなわち、ある分子 A が分子 M（M は別の化学種でも、A でも

良い）と衝突することによりエネルギー的に活性化された分子 A*ができ、これから生成物

が生じるとする機構である。 

A +M		 ⇌ 		A* + M           					(1) 

A* 	$!→	 Y + Z               (2) 
ここで、式(1)の反応は可逆反応であり、"!、"%!はそれぞれ式(1)の正反応および逆反応の速

度定数、"#は式(2)の反応の速度定数である。以下の問 i)〜v)に答えよ。 

i) A*の生成速度0d[A
∗]

d* 1を、反応に関わる化学種の濃度と速度定数を用いて表せ。 

ii) A の減少速度0− d[A]
d* 1を、反応に関わる化学種の濃度と速度定数を用いて表せ。 

iii) エネルギー的に活性化された分子 A*の濃度の時間変化は無視できるほど小さい。こ

のような場合に用いることのできる近似の名称を記せ。 
iv) 問 iii)の近似を用いて、生成物 Y の生成速度を求めよ。 
v) 分子 A の衝突相手 M が A であるとする。このとき、A の濃度[A]が十分に大きいとき

と、[A]が十分小さいときでは、反応の次数が異なる。それぞれの場合の反応の次数は

どうなるか、式を用いて説明せよ。 
 
 
 
  

!! 
!"! 



入試情報配信サービス
・化学系では、入試情報を確実に皆様のもとにお届けするため、電子メールによる情
報配信のサービスを行います。

・化学系の最新ニュースについても配信する予定です。

・受付けたアドレス宛に情報を送信します。

携帯電話等のメール設定で「ドメイン指定受信設定」、「パソコンからのメール
受信拒否設定」等の設定をされている場合、上記アドレスからのメールが受信で
きるよう設定を変更してください。

・このサービスを希望される方は、下記アドレスまで情報を送付するメールアドレス
を送ってください。

2025nyuusi@chem.sci.isct.ac.jp



系や研究室の情報

＊各研究室に関する情報は、教員に直接メールで連絡を

とってください。

＊第１志望の指導教員とは必ず予め相談して下さい。

相談希望のときは教員にメールで連絡して下さい。

対面での見学・面談するのが好ましいです。


